
その意義としては
「米山月間」は単なる寄付促進ではなく、ロータリアン自身が国際交流と平和
への貢献を実感する機会であり、将来の国際社会で日本と世界をつなぐ人材
を支援するという事でロータリーの理念である「超我の奉仕」に直結すると
いう事になります。
これまで支援された奨学生の累計は、２４, ８３０人（2025 年 7 月時点）に
なり
奨学生の国籍や地域と人数は
1 中国　　　　３７７人（４０．７％）
2 ベトナム　　１３５人（１４．６％）
3 韓国　　　　１１９人
4 インドネシア　４２人
5 マレーシア　　２８人
6 モンゴル　　　２８人
7 ネパール　　　２７人
8 台湾　　　　　２６人
9 ミヤンマー　　２０人
10 その他　　　１２４人
今月は米山月間、そして来月はロータリー財団月間となりますので、皆様に
ご寄付のお願いをして終わります。
以上、会長の時間の代理でした。

■幹事報告
（幹事 草村 安宏）

■来信案内
１)
藤田千克由 ガバナー、山下紀之 米山記念奨学会部門長より、熊本地区カウ
ンセラー報告会 兼 第２回クラブ米山委員会 ( 熊本地区 ) セミナーの開催の案
内。
日　　時 　２０２５年１１月２２日（土曜日）１４：３０～１６：３０
場　　所 　市民会館シアーズホーム夢ホール（熊本市民会館）　第７会議室
登 録 料　 ２，０００円 ( 奨学生は不要 )
懇親会費 　６，０００円 ( 参加者のみ・奨学生は不要 )

２）
特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・熊本より、会報「らぽー
る」の送付。

■クラブより
特にございません

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング
「手に手つないで」

( ソングリーダー 古田哲朗 )

■ 来訪者紹介  
（会長　堤 勝也）
卓話者　
米山学友　山野イーミン恵さん
米山奨学生　魏芸婷さん

■ 会長の時間
（会長エレクト　福井学）

今月 10 月は米山月間！
1 米山月間とは「米山記念奨学会」の活動を
理解して支援を深める期間という事であり
2 米山記念奨学会とは、1952 年 (S27 年 ) に
日本のロータリークラブが設立・運営している民間最大
級の奨学財団、日本独自の奨学制度であり、日本で学ぶ外国人留学生に奨学
金を給付し、学業だけでなく日本人ロータリアンや世話クラブとの交流を通
じて、相互理解と国際親善を促進することを目的としているという事です。
奨学生は卒業後も母国や世界各地で活躍して、ロータリーや日本との友好の
架け橋となってくれる事を願っているとの事です。
米山月間の主な活動としては、
1 例会で「米山記念奨学会」の紹介や報告をする
2 奨学生や学友を招きスピーチや交流を通じて理解を深める
3 寄付の推進や募金活動を行い継続的な支援を呼びかける

●会長　堤　勝也
●幹事　草村安宏
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■今後の地区行事

10月22日（土） 熊本水前寺公園 RC 創立
25 周年記念例会・祝賀会

熊本県

熊本市 メルパルク熊本

松本繁
白木誠一

10月25日（土） ポリオ根絶チャリティー

カラオケパーティー Vol.3

熊本県

熊本市 熊本 B.9

案内中

11月08日（土）

RLI パートⅡ

熊本県

熊本市

熊本市民会館 

大会議室

案内中

11月30日（日） 熊本西 RC 創立 40 周年

記念シンポジウム並びに

記念式典・祝賀会

熊本県

熊本市

ANA クラウンプラザ

ホテル熊本ニュースカイ

案内中

　

■  委員会報告
（姉妹クラブ担当委員長　緒方公一）
和歌山東南ロータリークラブ 

55 周年事業について

日程　2026 年 4 月 9 日（木）～ 11 日（土）

場所　帝国ホテル大阪

宿泊先手配などについて周知

■  委員会報告
（米山カウンセラー　宮川義行）

出前卓話の報告です。 

10 月 9 日、米山奨学生魏芸亭さんが、玉名ロータリークラブの例会で卓話

を行いました。 

自己紹介から始まって母国の紹介 日本での生活、研究について、将来の夢、

感謝の気持ちと、しっかりまとまった卓話でした。上手な日本語で、皆さ

んから褒められていました。 

昨年は、県立大学文学部のイエン君が同じ玉名ロータリークラブで卓話を

させて頂きました。 

今、大阪大学の大学院博士課程で研究活動をしていることを、本人の感謝

の言葉とともに報告しました。 

カウンセラー生駒ちあき会員共々歓迎いただき、西島会長はじめ玉名ロー

タリークラブの会員様には、心よりお礼と感謝を申し上げます。

魏芸亭さんは、 初めての卓話でした。緊張していたそうですが、はっきり

した分かりやすい話し方でした。お疲れ様でした。 

米山卓話は、奨学生にとっても人生の貴重な経 験になりますが、カウンセ

ラーはクラブの代表として訪問しているのでお互いのクラブにとっても相

互の理解と親睦につながります。玉名ロータリークラブは、来年創立 60 周

年を迎えられます。是非大勢の方の参加を呼びかけ、報告としたいと思い

ます。

■出席報告
（出席・プログラム担当委員　
片岡貞志）

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

10 月 08 日
39

（免 2）
37

25
（ZOOM0) 7 32 86.49

10 月 22 日
39

（免 2）
37

20
（ZOOM2) - - 54.05

☆出席免除
10 月 08 日・22 日　島村徹男　志賀重人

★欠席者
10 月 08 日　平城大海　川﨑直樹　前田日出夫　潮谷愛一

■スマイル　
（親睦・スマイル担当委員　生駒ちあき）

◎宮川義行　5,000 円
伝承遊びの集い・和歌山東南ロータリーク
ラブ歓迎会に参加の皆様、お疲れさまでし
た。堤会長の強い思いで復活した伝承遊び
の集いは、次の世代に伝えるべき貴重な取
り組みです。今後も、継続してほしいもの
です。 
僕は、京都の小川様ご夫妻と久しぶりに会って、夜遅くまで飲み明かしまし
た。一緒に加藤清正の映画を作ろうと約束していた中島貞夫監督のお墓参り
と、震災の時お世話になった高倉健のマネージャー西村さんに合いたかった
のですが、今回はどちらもかないませんでした。小川さんとの話しの中で、
何度も小川さんが言われたのが、東南ロータリーのみんなの結束力に感動し
たことでした。被災者支援のために、バスを 5 台も手配して送り迎えまでお
世話が行き届き、250 人の弁当の手配、手作りの会場設営、最後に参加者全
員が感動の涙に包まれて、こんな経験をさせてくれた東南ロータリーの皆さ
んに今でも感謝していると伝えてほしいと目を潤ませて言われました。あの
時の試写会に参加されたお一人お一人が、今もお元気で過ごされていること
を願っていますとも言われました。阪神淡路大震災の時に、消防本部隊長と
して、がれきの中から 50 名を救出した小川さんの思いが強く出ていました。
今は現役を引退したので、何時でも時間が取れるから、皆さん是非京都にき
てください。案内させてもらいます。というメッセージをいただきました。
ご報告いたします。

-----------------------------------------------------------------------------

■卓話
（米山学友　山野イーミン恵さん）

「米山奨学生として得た宝物」

－ ２ －
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■点鐘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集　松尾　浩）

----------------------------------------------------------------------------
～　3490 地区サイクリングイベント　～

詳細は次号でお知らせします




